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沢井哲滋：都市気塊と局地循環の生成

中村　一：球座標プリミティブ方程式の数値積分のための水平グリッドの比較

増田善信：高周波ノイズを効果的にダソプさせる時間積分スキーム

山田信夫：地衡風抵抗および地表風向と等圧線のなす角度の安定度依存性に関する数値的研究
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二宮洗三・秋山孝子：レーダおよび雨量計観測に基づく雨量分布の客観解析

榊原　均：降水形成と大規模場の量の統計的関係

　Wave・CISK機構に対して臨界安定状態のもとでの

　強制赤道波

　　　　伊藤久徳（和歌山大学教育学部地学教室）

　成層圏赤道波の励起機構に関する一つの理論を提案し

た．それは，wave－CISK機構に対して熱帯大気は臨界

安定状態にあり，赤道波をその状態のもとでの強制波と

して把えるという観点である．

　その結果，fbrcingの鉛直形状にかかわらず，臨界状

態の波のequivalent　depthないしそれより少し長いそ

れを持つモードのみが選択的に励起されることが分かっ

た．積雲のパラメタリゼーションとしてArakawa－Schu・

bertの理論を用いるとき，選択されるequivalent　depth

は実測されるものより短かいようであるが，少なくと

も，成層圏で最大振幅を持つ波の周期は実測される周期

と一致する．さらにいくつかの考察から，より現実的な

パラメタリゼーショソのもとでは，より長いequivalent

depthが選択されるように思われる．そのときには，圏

界面での卓越周期が成層圏でのそれに近づき，その波の

対流圏での鉛直構造も実測と一致するかもしれない．

　この成果のうえにたって混合Rossby重力波の励起源

を1ateral　fbrcingと考え，それを（boundaryfbrcingで

はなく）中緯度全体にわたるbody　fbrcingとして置い

たもとで，その波数選択を調べた．大きな南北スケール

を持つfbrcingに対しては，波数1や2の波は卓越せず，

実測されるように中間的な波数（3～7）の波が選択さ

れる．また卓越波の水平構造においても，実測される南

北風とジオポテソシャルの約90。の位相差を示す．Kelvin

波の励起源を特定するのは今のところ困難であるが，少

なくともthermaHbrcingがそれであるとすると，実測
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される波数1が選択される．

　この様に，この理論は成層圏赤道波の説明すべき特徴

を良く表わしているように思われる．

　都市気塊と局地循環の生成

　　　　沢井哲滋＊（東京大学理学部地球物理学教室）

『都市のヒートアイラソド現象を調べるために2次元数

値モデルを考える．モデルはいくつかの因子の組み合わ

せの下で，エクマン層内における温位，風速，地面温度

の分布を表現する．因子は，人工熱，蒸発能，粗度そし

て一般流の4つで，人工熱は従来の研究と異なり地表で

はなく50mの高さの空気層に与える．地面温度は地表で

のenergy　balanceから決定する．

　計算の特徴と結果は次の通り：（1）日射を入れた日中

の条件を考え，一様でない蒸発能分布の重要さが分かっ

た．（2）異なったレベルに与えられた人工熱と蒸発の効

果の違いは，50mと地表の温度分布にはっきりと現われ

る．（3）一般流の強さがOm／secから10m！secまで変動

した場合の効果を詳しく調ぺる．（4）一般流の強さが増

すと，一様でない粗度の分布が熱の効果に代わって重要

となる．この2つの条件では擾乱の風向が逆になる．

　球座標プリミティブ方程式の数値積分のための水平

　ゲリッドの比較

　　　　中村　一（東京大学理学部地球物理学教室）

　球面浅水（shallow　water）方程式を積分し，すべての

変数を同一格子点上に置くグリッド（non－staggered　grid）
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と一部の変数を半グリッド間隔ずらせて置くグリッド

（staggered　grid）について，Rossby－Haurwitz波の解

の収束性を調べた．2．50のグリッド間隔の分解能の場

合，2つのグリッドの結果は良く一致した．また，スペ

クトル法を用いた他の研究とも非常によく合った．一方

5。のグリッド間隔の低分解能の場合，2．50の結果とは

かなり異なった．また，2つのグリッドの間でも大きな

差が現われ，その違いはグリッドの相違によるだけでな

く，初期値にも依存する事が分かった．

　次に，緯度経度グリッドと，極の近くで格子点の数を

減らすグリッド（skipped　grid）のtruncation　errorを調

べた．緯度一経度グリッドでは，2次の精度の差分近似

は極の近くでは1次の精度になる．しかし，グリッド間

隔を0に近づけた場合，精度の落ちる格子点はどんどん

極に近づき，その全体の流れに対する影響は無視できる

可能性がある．skipped　gridでは，変数の内挿のために

精度が0次になる場合がある事が分かった．この誤差は

極付近に限られていない．しかし，流れのパターンが緯

度方向に小さい変化しかない場合には，誤差は小さくな

る．したがって，帯状流はskipped　gridでも良く近似

できるが，極を横切る流れはどんなにグリッド間隔を小

さくしても正しく表現できない可能性がある．

　高周波ノイズを効果的にダンプさせる時問積分スキ

　ーム

　　　　　　　　　　　　増田善信＊（気象庁電計室）

　プリミティブ方程式の時間積分に広く使われている

“繰り返し法”と“タイム・フィルターの方法”を組み合

わせて，一つの時間積分スキームの導出を試みた．しか

し，この方法は結局，一般的な繰り返し法に帰着した．

ただし，一般的な繰り返し法ではコレクター・ステップ

に用いられる重みの係数は1より小さいと考えられてい

たが，この係数はタイム・フィルター法のスムージソグ

の係数でもあるので，1以上の値をとってもよいことが

明らかになった．さらに，1以上の大きさの重みの係数

を用いると，この計算スキームは高周波ノイズをより効

果的にダンプさせる特性があることが分かった．

　栗原・トリポリ（1976）のアイディアに従って，プリ

ミティブ方程式の各項を比較的ゆっくり変化する気象学

的な波に対応する項と高周波ノイズを生じる比較的早く
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変化する項に分離し，低周波の波には1以下，特に0．506

という特定の重みの係数を，高周波の波には1以上の，

たとえば2ないし3の値を持つ重みの係数を用いること

によって，低周波の波を維持し，高周波の波を効果的に

ダンプさせることができることを実測によって示した．

　最後に，この方法を実際の北半球5層モデルに適用

し，松野スキームおよび栗原スキームで予報した結果と

比較した．その結果，この方法は気象学的に意味のある

低周波の波を維持するとともに，ただ単に高周波のノイ

ズだけでなく，比較的ゆっくり変化する重力慣性波をも

ダンプさせるのに効果的であることが分かった．

　地衡風抵抗および地表風向と等圧線のなす角度の安

　定度依存性に関する数値的研究

　　　　山田信夫（日本大学生産工学部物理学教室）

　不安定成層した順圧プラネタリー境界層に関する運動

方程式を，定常，水平一様の仮定のもとに，接地気層で

既に確立されている乱流輸送理論をプラネタリー境界層

全層へ拡張することにより数値的に解いて，地衡風抵抗

係数Cgと地表風向と等圧線のなす角度α。の安定度依

存性を調べWangaraおよびAMTEXデータと比較し
た．

　計算結果は観測値とだいたいにおいて一致し，さらに

αoがプラネタリー境界層の実際の高さ勘とその力学的

な高さのスケール々U＊／∫の比の増加に伴って減少する

ことを示した．この傾向は，Wangaraのデータに対し

ては見出されたがAMTEXデータの中には見い出され

なかった．

　レーダおよび雨量計観測に基づく雨量分布の客観解

　析

　　　　　　　　二宮洗三＊・秋山孝子（気象研究所）

　レーダおよび雨量計観測に基づく雨量分布の変分客観

解析の方法を示す．　この方法では，radar　calibration

鉛ctorを雨量計観測点で求め，ついでその分布を解析し，

それに基づいて修正されたレーダ資料と雨量計資料から

雨量分布を解析する．この解析方法を，1972年6月27日

九州で発生した大雨で試した．得られた一連の30分間雨

量分布図は，前線帯の通過に伴う大雨の分布とその時間

的経過をよく示した．
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